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昨
年
は
、
合
併
に
よ
り
新
「
本
庄
市
」

が
誕
生
し
、
激
動
の
中
に
も
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

年
で
し
た
。

　

現
在
、
地
方
自
治
体
は
自
己
決
定
・
自

己
責
任
が
強
く
問
わ
れ
る
時
代
と
な
っ
て

い
ま
す
。
私
は
、
本
市
を
取
り
巻
く
厳
し

い
状
況
を
踏
ま
え
、
行
政
課
題
の
解
決
の

た
め
、
そ
し
て
「
温
か
く
、
活
力
と
希
望

あ
ふ
れ
る
本
庄
市
」
を
創
る
た
め
、
ま
い

進
す
る
覚
悟
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、厳
し
い
財
政
状
況
の
下「
行

財
政
改
革
の
積
極
的
な
推
進
」
と
「
選
択

と
集
中
」
に
よ
る
効
率
的
な
行
政
経
営
を

推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、「
何
を
な
す
か
」「
何
を
な
さ
ぬ
か
」

の〝
選
択
と
集
中
〞に
加
え
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
ら
れ
る
か
、
市
民
生
活
の
向
上
に
つ
な

が
る
か
を
工
夫
す
る
「
如い

何か

に
な
す
か
」

と
い
う〝
創
意
工
夫
〞の
観
点
を
持
っ
て
、

一
つ
一
つ
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

産
業
振
興
へ
の
取
り
組
み
や
福
祉
政
策

の
維
持
充
実
な
ど
、
市
の
課
題
は
多
く
あ

り
ま
す
が
、
本
年
度
は
、「
教
育
の
改
革

と
再
生
」、「
安
全
・
安
心
・
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
」、｢

本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
土
地
区

画
整
理
事
業
の
推
進｣

の
３
つ
を
重
点
施

策
と
位
置
づ
け
、
行
政
経
営
と
ま
ち
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
の
「
予
算
編
成
の
前
提
と
な

る
経
済
情
勢
及
び
財
政
事
情
」
に
よ
る
と
、

経
済
の
着
実
な
回
復
が
続
く
な
か
、
企
業

部
門
・
家
計
部
門
と
も
に
改
善
が
続
き
、

持
続
的
な
経
済
成
長
が
実
現
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

改
善
の
程
度
は
地
域
間
で
の
隔
差
が
あ
り
、

従
来
の
よ
う
に
全
て
の
地
方
公
共
団
体
の

財
政
状
況
が
同
じ
よ
う
に
好
転
す
る
こ
と

は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
わ
ゆ

る
「
三
位
一
体
の
改
革
」
等
に
よ
り
、
行
財

政
改
革
を
推
進
し
、
効
率
的
な
財
政
へ
と

転
換
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
予
算
編
成
は
、
こ
う
し

た
現
状
を
踏
ま
え
、
財
政
の
健
全
性
の
確

保
に
留
意
し
、
先
に
述
べ
た
３
つ
の
施
策

に
重
点
を
置
き
編
成
し
ま
し
た
。
そ
の
規

模
は
、
一
般･
特
別･

企
業
会
計
あ
わ
せ
て

４
７
０
億
４
、
３
６
１
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

以
下
、
新
市
建
設
計
画
の
基
本
目
標
の

体
系
に
沿
っ
て
、
主
な
施
策
に
つ
い
て
ご

説
明
し
ま
す
。

　

誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
確
か
な
生
き
が

い
を
も
っ
て
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

　

ま
ず
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
藤

田
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
改
修
し
て
、
藤

田
公
民
館
で
試
行
し
て
い
た
学
童
保
育
室

を
本
格
実
施
す
る
ほ
か
、
寿
学
童
保
育
室

の
運
営
を
開
始
し
、
放
課
後
児
童
の
健
全

育
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
運
営
事
業
」
や
子
育
て
情
報
の

交
換
・
相
談
の
場
と
し
て
の
「
つ
ど
い
の

広
場
」な
ど
、子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活

習
慣
病
予
防
対
策
の
た
め
の
各
種
講
座
、

①
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰だ

れ

も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

行
政
経
営
に
関
す
る

基
本
的
な
考
え
方

主
な
施
策
の
説
明

吉
田
信
解
本
庄
市
長
は
、
２
月
28
日
に
開
会
し
た
平
成
19
年
本
庄
市
議
会
第
１
回
定

例
会
に
お
い
て
、
平
成
19
年
度
の
行
政
経
営
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
な
施
策
を
説

明
し
ま
し
た
。
行
政
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、「
何
を
な
す
か
」「
何
を
な
さ
ぬ
か
」

の〝
選
択
と
集
中
〞、そ
し
て「
如い

何か

に
な
す
か
」と
い
う〝
創
意
工
夫
〞の
観
点
を
も
っ

て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
重
要
性
を
述
べ
ま
し
た
。（
以
下
要
旨
）

吉田市長

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
！

選
択
と
集
中
、創
意
工
夫
に
よ
る
行
政
経
営



平成19年4月1日号3

相
談
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
健
康
診

査
の
受
診
率
の
向
上
と
受
診
し
や
す
い
環

境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
休
日
急

患
診
療
所
の
開
設
時
間
の
拡
充
、
在
宅
当

番
医
制
、
年
末
年
始
休
日
歯
科
診
療
業
務
、

病
院
群
輪
番
制
病
院
、
熊
谷
・
深
谷
・
児

玉
地
区
小
児
二
次
救
急
診
療
事
業
な
ど
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
老
人
保
健
制

度
」
が
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
平

成
20
年
４
月
か
ら
移
行
す
る
た
め
の
電
算

シ
ス
テ
ム
の
開
発
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
児

玉
地
域
に
委
託
に
よ
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制
づ
く
り
を
図
る
ほ

か
、
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業
、
高
齢
者
敬

老
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月

に
策
定
す
る
「
障
害
者
計
画
」・「
障
害
福

祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
障
害
の
あ
る
人
も
、

障
害
の
な
い
人
も
、
と
も
に
生
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
ほ
か
、
障
害
者
相

談
支
援
事
業
な
ど
、

き
め
細
か
い
対
応

を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
男
女
共

同
参
画
社
会
確
立

の
た
め
、「
本
庄

市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
の
策
定

作
業
を
２
か
年
で

進
め
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
な
ど
の
貴
重
な
資

源
を
保
全
し
な
が
ら
、
環
境
と
調
和
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
配

水
管
の
布
設
・
浄
水
場
の
施
設
改
良
・
管

路
の
布
設
替
え
を
計
画
的
に
実
施
し
、
安

全
で
低
廉
な
水
の
供
給
に
努
め
る
ほ
か
、

水
道
事
業
に
よ
り
違
い
の
あ
っ
た
水
道
加

入
金
を
統
一
金
額
と
し
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
事
業
認
可
区
域
内
の

汚
水
・
雨
水
枝
線
築
造
工
事
を
継
続
し
て

実
施
し
、農
業
集
落
排
水
事
業
は
、「
滝
瀬
・

堀
田
地
区
」
の
管
路
埋
設
工
事
お
よ
び
処

理
施
設
の
下
部
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

公
園
緑
地
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
安
全

で
快
適
な
公
園
緑
地
の
整
備
と
住
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
、
児
玉
町
児
玉
の
清
水

の
池
整
備
工
事
や
指
定
管
理
者
制
度
に
よ

る
良
好
な
公
園
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
総
合
公
園
用
地
な
ど
土
地
開
発
公

社
か
ら
の
買
い
戻
し
を
計
画
的
に
進
め
ま

す
。

　

環
境
負
荷
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、「
環

境
と
調
和
し
た
ま
ち
」
の
建
設
に
向
け
て
、

清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
元
小
山
川
浄
化
事
業

な
ど
の
水
環
境
改
善
や
環
境
負
荷
の
低
減

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
豊
か
な
自
然
環

境
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
市

民
へ
の
正
確
で
迅
速
な
情
報
伝
達
手
段
と

し
て
、
防
災
行
政

無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
る
親
局
整

備
と
、
児
玉
地
域

の
子
局
設
備
工
事

を
行
い
ま
す
。

　

最
重
要
課
題
で

あ
る
「
安
全
・
安

心
・
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い

て
は
、
防
犯
活
動

団
体
に
対
す
る
支
援
や
市
民
等
を
対
象
と

し
た
研
修
会
の
開
催
に
よ
り
活
動
の
活
発

化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民･

団
体･

事
業

所
等
と
連
携
し
、
防
犯
・
交
通
安
全
推
進

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
を
「
教
育
の
改
革
・
再
生

元
年
」
と
位
置
づ
け
、
子
育
て
支
援
も
含

め
た
教
育
改
革
・
教
育
再
生
に
、
長
期
的

な
視
点
で
、
そ
し
て
最
重
要
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
教
育

を
支
援
し
た
い
と
い
う
方
々
の
意
志
を
生

か
す
た
め
「
教
育
振
興
基
金
」
を
新
た
に

設
け
ま
す
。
市
内
４
中
学
校
へ
の
「
さ
わ

や
か
相
談
員
」
の
配
置
、
児
童
生
徒
や
保

護
者
か
ら
の
電
話
相
談
に
応
じ
る
「
子
ど

も
の
心
の
相
談
員
」
の
配
置
、「
ふ
れ
あ

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
増
員
に
よ
り
、
児

童
生
徒
の
心
の
ケ
ア
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
へ
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、
学
校
運
営
の
支
援

を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
連
携
で
き
る
体
制
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

学
校
の
施
設
整
備
で
は
、
本
庄
南
小
学

校
北
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
と
児
玉
小
学

校
の
耐
震
２
次
診
断
お
よ
び
耐
震
補
強
工

事
実
施
設
計
の
ほ
か
、
児
玉
中
学
校
の
建

て
替
え
の
た
め
、
体
育
館
建
設
工
事
と
関

連
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
校
舎
棟
建
設

実
施
設
計
お
よ
び
旧
校
舎
・
旧
体
育
館
の

解
体
設
計
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

本
庄
上
里
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
「
生
涯

学
習
推
進
計
画
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

多
様
化
・
専
門
化
す
る
生
涯
学
習
の
要
望

に
応
え
、
生
涯
学
習
推
進
大
会
や
各
種
生

涯
学
習
講
座
、
専
門
講
座
を
開
催
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、「
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
ス
ク
ー
ル
」
や
「
子
育
て
講
座
」

の
開
催
な
ど
、
地
域
・
家
庭
に
お
け
る
教

育
支
援
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
有
効
利
用
を
一

層
促
進
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体
へ
の
支
援
や
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
平
成
20
年
に
開
催
予
定
の
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の

開
催
に
向
け
て
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
開
催
記
念
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
大
会
へ
の
気
運
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

②
人
に
や
さ
し
い
、
環
境
と
調
和

し
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り

平成19年度施政方針

③
地
域
を
担
い
、
明
日
を
拓
く
人

づ
く
り


